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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年9月8日(2016.9.8)

【公開番号】特開2015-163952(P2015-163952A)
【公開日】平成27年9月10日(2015.9.10)
【年通号数】公開・登録公報2015-057
【出願番号】特願2015-10153(P2015-10153)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月22日(2016.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　偏光子及びその上に積層される少なくとも１つの保護フィルムを含み、長辺７００ｍｍ
以上短辺４００ｍｍ以上の方形形状を有する偏光板であって、２３℃相対湿度５５％の環
境下で１週間保管したときに、いずれかの辺において高さが３ｍｍを超える波打ち欠陥を
生じるか、又はいずれかの辺において３個以上の波打ち欠陥を生じる偏光板を用意する工
程と、
　保管後の偏光板水分率が、２３℃相対湿度５５％の環境下で１週間保管したときの偏光
板水分率よりも低くなる環境下で前記偏光板を保管する工程と、を含み、
　保管後の偏光板水分率（Ｓ１）は、２３℃相対湿度５５％の環境下で１週間保管したと
きの偏光板水分率（Ｓ０）の０．５倍以上０．９倍以下である、偏光板の保管方法。
【請求項２】
　偏光子及びその上に積層される少なくとも１つの保護フィルムを含み、長辺７００ｍｍ
以上短辺４００ｍｍ以上の方形形状を有する偏光板であって、いずれかの辺において高さ
が３ｍｍを超える波打ち欠陥を有するか、又はいずれかの辺において３個以上の波打ち欠
陥を有する偏光板を用意する工程と、
　保管後の偏光板水分率が保管前の偏光板水分率よりも低くなる環境下で前記偏光板を保
管する工程と、を含み、
　保管後の偏光板水分率（Ｔ１）は、保管前の偏光板水分率（Ｔ０）の０．５倍以上０．
９倍以下である、偏光板が有する波打ち欠陥の解消方法。
【請求項３】
　偏光子及びその上に積層される少なくとも１つの保護フィルムを含み、長辺７００ｍｍ
以上短辺４００ｍｍ以上の方形形状を有する偏光板であって、いずれかの辺において高さ
が３ｍｍを超える波打ち欠陥を有するか、又はいずれかの辺において３個以上の波打ち欠
陥を有する偏光板を用意する工程と、
　保管後の偏光板水分率が保管前の偏光板水分率よりも低くなる環境下で前記偏光板を保
管する工程と、を含み、
　保管後の偏光板水分率（Ｔ１）は、保管前の偏光板水分率（Ｔ０）の０．５倍以上０．
９倍以下である、偏光板が有する波打ち欠陥の低減方法。
【請求項４】
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　偏光子及びその上に積層される少なくとも１つの保護フィルムを含み、長辺７００ｍｍ
以上短辺４００ｍｍ以上の方形形状を有する偏光板であって、２３℃相対湿度５５％の環
境下で１週間保管したときに、いずれかの辺において高さが３ｍｍを超える波打ち欠陥を
生じるか、又はいずれかの辺において３個以上の波打ち欠陥を生じる偏光板を用意する工
程と、
　保管後の偏光板水分率が、２３℃相対湿度５５％の環境下で１週間保管したときの偏光
板水分率よりも低くなる環境下で前記偏光板を保管する工程と、を含み、
　保管後の偏光板水分率（Ｓ１）は、２３℃相対湿度５５％の環境下で１週間保管したと
きの偏光板水分率（Ｓ０）の０．５倍以上０．９倍以下である、偏光板の製造方法。
【請求項５】
　偏光子及びその上に積層される少なくとも１つの保護フィルムを含み、長辺７００ｍｍ
以上短辺４００ｍｍ以上の方形形状を有する偏光板であって、いずれかの辺において高さ
が３ｍｍを超える波打ち欠陥を有するか、又はいずれかの辺において３個以上の波打ち欠
陥を有する偏光板を用意する工程と、
　保管後の偏光板水分率が保管前の偏光板水分率よりも低くなる環境下で前記偏光板を保
管する工程と、を含み、
　保管後の偏光板水分率（Ｔ１）は、保管前の偏光板水分率（Ｔ０）の０．５倍以上０．
９倍以下である、偏光板の製造方法。
【請求項６】
　前記保管する工程が相対湿度３０～５０％の環境下で偏光板を保管する工程を含む、請
求項１に記載の偏光板の保管方法。
【請求項７】
　前記保管する工程が相対湿度３０～５０％の環境下で偏光板を保管する工程を含む、請
求項２に記載の偏光板が有する波打ち欠陥の解消方法。
【請求項８】
　前記保管する工程が相対湿度３０～５０％の環境下で偏光板を保管する工程を含む、請
求項３に記載の偏光板が有する波打ち欠陥の低減方法。
【請求項９】
　前記保管する工程が相対湿度３０～５０％の環境下で偏光板を保管する工程を含む、請
求項４又は５に記載の偏光板の製造方法。
【請求項１０】
　前記保管する工程において偏光板は、密封容器内で保管される、請求項１に記載の偏光
板の保管方法。
【請求項１１】
　前記保管する工程において偏光板は、密封容器内で保管される、請求項２に記載の偏光
板が有する波打ち欠陥の解消方法。
【請求項１２】
　前記保管する工程において偏光板は、密封容器内で保管される、請求項３に記載の偏光
板が有する波打ち欠陥の低減方法。
【請求項１３】
　前記保管する工程において偏光板は、密封容器内で保管される、請求項４又は５に記載
の偏光板の製造方法。
【請求項１４】
　前記保管する工程において偏光板は、除湿剤の入った密封容器内で保管される、請求項
１に記載の偏光板の保管方法。
【請求項１５】
　前記保管する工程において偏光板は、除湿剤の入った密封容器内で保管される、請求項
２に記載の偏光板が有する波打ち欠陥の解消方法。
【請求項１６】
　前記保管する工程において偏光板は、除湿剤の入った密封容器内で保管される、請求項
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３に記載の偏光板が有する波打ち欠陥の低減方法。
【請求項１７】
　前記保管する工程において偏光板は、除湿剤の入った密封容器内で保管される、請求項
４又は５に記載の偏光板の製造方法。
【請求項１８】
　前記保護フィルムのうち少なくとも１つは、ポリオレフィン系樹脂フィルム及び（メタ
）アクリル系樹脂フィルムからなる群より選ばれる熱可塑性樹脂フィルムである、請求項
１に記載の偏光板の保管方法。
【請求項１９】
　前記保護フィルムのうち少なくとも１つは、ポリオレフィン系樹脂フィルム及び（メタ
）アクリル系樹脂フィルムからなる群より選ばれる熱可塑性樹脂フィルムである、請求項
２に記載の偏光板が有する波打ち欠陥の解消方法。
【請求項２０】
　前記保護フィルムのうち少なくとも１つは、ポリオレフィン系樹脂フィルム及び（メタ
）アクリル系樹脂フィルムからなる群より選ばれる熱可塑性樹脂フィルムである、請求項
３に記載の偏光板が有する波打ち欠陥の低減方法。
【請求項２１】
　前記保護フィルムのうち少なくとも１つは、ポリオレフィン系樹脂フィルム及び（メタ
）アクリル系樹脂フィルムからなる群より選ばれる熱可塑性樹脂フィルムである、請求項
４又は５に記載の偏光板の製造方法。
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